
  

バッドジョイント継手を有するプレストレ
ス集成材梁の挙動
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強度的に優れているが

　　　　　　　　　難しい。

十分な強度は得られにくいが、

プレストレスにより接合されたバットジョイント継手の崩壊挙動

スカーフジョイント

バットジョイント

フィンガージョイント

バットジョイントの工法を梁に適用し、有効に使え
るのか？

簡単！
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破壊のメカニズム
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ヤング係数　Ex=8140 N/mm2
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解析方法：汎用有限要素解析プログラムMSC/MARC.MENTAT　三
次元解析

133m
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せん断弾性係数　
Gx=Gy=Gz=Ex/15=543 N/mm2

ポアソン比　　　Vx=0.4                       
     　　　Vy=Vz=Vx/25=0.016
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せん断弾性係数　
Gx=Gy=Gz=Ex/15=543 N/mm2

ポアソン比　　　Vx=0.4                       
     　　　Vy=Vz=Vx/25=0.016

（欠陥あり）

1/3L



  

欠陥のある片方の梁について

１/6L

1/2 L

16.7mm

183.3mm

図心の位置は左上に移動する



  

破壊荷重を求める（強度等級E７５ーF
２４０を基準）

曲げ応力σ＝MY／I
M＝pa/2
M＝σI／y
pa／２＝σI／y
P＝２σI／ay
σ＝17.4kN/mm2とする（すぎを基準）

曲げモーメント図
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プレストレスの効果（メンタント）

プレストレスなし

プレストレスあり



  

プレストレス効果

大

小



  

細長比の変化
メンタント



  

細長比の変化（メンタント）

大

小
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まとめ

プレストレスが大きいほどバッドジョイントの効
果が有効である

細長比が小さいほどプレストレスは有効である

欠陥が梁の下にあると圧縮破壊が起こりやすくなる



  

まとめ

欠陥が梁の下にあると梁の上側が圧縮破壊を起
こしやすくなるからプレストレスが有利に働く

欠陥が梁のに上あると梁の下側が引長破壊を起
こしやすくなるからプレストレスが不利に働く
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